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平成 23 年 8 月 22 日（月） 

10:00～11:30 実施 

S4-111 

小論文 
入試問題 



 

 



環境・エネルギー 
工学専攻 

小論文【問 1】 受験番号 
 

 
（１）以下の問いに答えなさい。 
 
風評被害とは、辞書によると「根拠のない噂のために受ける被害。本来は無関係であるはずの

人々や団体までもが損害を受けること。」とされている。 
 いま、農業（畜産を除く）、林業、水産業、畜産業、観光業の 5 分野のうち、いずれかにおけ

る風評被害とそれに影響を与える因子について検討したい。 
 解答欄①に、あなたが注目すべきと考える「事象（事件・事故など）」、解答欄②に風評被害に

よる影響を受けると考える「分野」（上記 5 分野から選びなさい）を明示したうえで、解答欄③

に、下記(a)～(d)の観点を盛り込みながら「風評被害とその影響因子に関する仮説」を述べると

ともに、「その仮説を検証する方法」について具体的に論じなさい。 
 
 (a) 当該分野についての検討が重要だと考える理由 
 (b) 当該分野で発生すると想定される風評被害の具体的内容 
 (c) その風評被害に影響すると考えられる因子（複数でも可） 
 (d) 上記因子が影響すると考えられる理由 
 
※ 出題意図…問題発掘能力と研究計画立案能力を問う。環境・エネルギー工学を学ぶ者として

明らかな事実誤認がある場合は減点対象とするが、知識の豊富さや記述内容に正解を求める

出題ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

以下に記入すること 
 
①事象：                                 
 
②分野：                                 
 
③仮説とその検証方法： 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     【解答には裏面を用いてもよい】 
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以下に記入すること 



 

以下に記入すること 
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平成 24 年 8 月 27 日（月） 

10:00～11:30 実施 

会場 S4-111 

小論文小論文小論文小論文    

入試問題入試問題入試問題入試問題    



環境・エネルギー 

工学専攻 
小論文 受験番号 

 

 

以下の各問いに答えなさい。（問いは２問あります） 

 

（１） わが国における少子高齢化の進展が、今後、環境問題やエネルギー問題にどのような影

響を与えるか、あなたの考えを 600字程度で述べなさい。 

ただし、最後は「以上から、・・・が最も重要な課題であると考える。」（「・・・」の部

分はあなたの考える課題）と文章の最後を結び、あなたの課題認識を明確に示しなさい。 

 

以下に記入すること 

 

（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

以下に記入すること 

 

 



（２）（１）の最後の結びの文章であなたが述べた課題「・・・」の解決に向けて、環

境・エネルギー工学分野では、どのような研究アプローチをすべきと考えるか。あなたの

研究計画を以下の(a)～(e)の順に述べなさい。ただし、研究期間は２年間とする。 

 

(a) 研究テーマ 

(b) 実施しようとする研究の概要［200字程度］と研究のフロー図 

(c) 実施方法や必要な機材等 

(d) 想定される研究成果 

(e) 研究成果の活用方法 

以下に記入すること 

 

（２） 

(a) 

 

 

(b) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

以下に記入すること 

(c)  
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平成 26年度大学院前期課程 

環境・エネルギー工学専攻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 25年 8月 26日（月） 

10:00～11:30実施 

 

小論文 

入試問題 



 

 

環境・エネルギー 

工学専攻 
小論文 受験番号  

 

以下の各問いに答えなさい。（問いは 2問あります） 

 

（１）現在、我が国ではエネルギー政策の見直しが進められている。これからの日本はどのよう

にして持続可能なエネルギーの供給・需要の姿を実現するのか、私たちは選択を迫られている。 

エネルギーは日々のくらしや社会及び経済、そして安全を支える上でなくてはならないもので

ある。今日、世界のエネルギー需要は中国など経済発展が目覚ましい国を中心に急増しており、

資源の争奪は今後ますます激しくなっていくことが予想される。また、地球温暖化問題の解決の

ために必要とされている温室効果ガス排出削減の見通しはまだ得られていない。その中で、エネ

ルギー自給率の低い我が国としては、エネルギーの安定供給はますます重要な課題になり、原子

力の安全性や地球温暖化などの環境問題にも配慮しつつ、必要なエネルギー源を確保していく必

要がある。 

 

我が国は、エネルギー資源の確保と地球環境問題の解決の観点から、今後どのようにしてエネ

ルギーシステムを構築していけば良いと考えられるか。そして、そのために解決すべき最重要課

題は何かについて、あなたの考えを 600字程度で述べなさい。 

 

 

以下に記入すること 

 

（１） 
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以下に記入すること 
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（２）（１）の課題の解決のために、もし、あなたが研究に取り組むならば、どのような研究に取

り組むかを考え、あなたの取り組む研究計画について以下の順に述べなさい。ただし、研究期間

は 2年間とする。 

(a) 研究テーマ 

(b) 研究の概要(200字程度)と研究の手順を示すフロー図 

(c) 必要な資料、機材等 

(d) 予想される研究成果 

(e) 研究成果の活用方法 

 

 

以下に記入すること 

 

（２）解答欄 

(a) 研究テーマ 

 

 

 

 

(b) 研究の概要と研究の手順を示すフロー図 
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以下に記入すること 

 

研究の手順を示すフロー図 

 

 

 

(c) 必要な資料、機材等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面に続く】 



 

 

 

 

 

以下に記入すること 

 

(d) 予想される研究成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (e) 研究成果の活用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

以下に記入すること 

 

 



環境・エネルギー 

工学専攻 
 受験番号 

 

 

平成 27年度大学院前期課程 

環境・エネルギー工学専攻 

 

 

 

科目名 出題番号 

小論文 問 1 (1) (2) （必修） 

 

【注意】 

・ 本紙および全ての問題解答用紙に受験番号を必ず記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 26年 8月 25日（月） 

10:00～11:30実施 

小論文 

入試問題 



 

 

 



 

 

環境・エネルギー 

工学専攻 
小論文【問 1】 受験番号  

（１）原子力発電所再稼動に関する以下の記事を読み、今後の環境・エネルギー問題についての

自分の考えを、課題点を挙げた上で 600字程度で論じなさい。 

 

『経団連、日本商工会議所、経済同友会の経済 3団体は 28日、原子力発電所の早期再稼働を

求める緊急提言をまとめ、発表した。東日本大震災以降の電気料金とエネルギーのコスト増

加が、企業の新たな設備投資や雇用の拡大を妨げていると指摘。再稼働しなければ「持続的

な経済成長の実現が困難になる」と訴えた。地球温暖化対策税の抜本的な見直しも要求した。 

現在、九州電力の川内原子力発電所（鹿児島県）1、2号機をはじめ、全国にある 11原発 18

基が再稼働に向けて原子力規制委員会の安全審査を受けている。 

3団体は提言で「現下の最重要・最優先課題は、低廉・安定的な電力供給の早期回復だ」と

強調、政府が 6 月にまとめる新たな成長戦略や経済財政運営の基本方針（骨太方針）に再稼

働の重要性を書き込むよう求めた。 

原子力を火力で代替する負担が年 3.6 兆円に上っている現状を踏まえ「再稼働のプロセス

を加速すべきである」とし、安全性に配慮しながらも、規制委の人員体制の強化や審査期間

をより明確にするよう求めた。 

石油製品や原油などの取引に応じて課税する地球温暖化対策税（環境税）は「抜本的な見

直し」を求めた。税収の使い道に無駄や非効率を指摘する声が多いことが背景にある。今年

4 月に続き、2016 年に再増税を予定しているが「むしろ税率の引き下げを検討すべきだ」と

強調した。』              （2014年 5月 28日・日本経済新聞・電子版） 

以下に記入すること 
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環境・エネルギー 

工学専攻 
小論文【問 1】 受験番号  

（２）以下の各問に答えなさい。 

 

(a) 環境・エネルギー工学分野において、あなたが最も重要と考える研究課題を理由とともに

簡潔に説明しなさい。 

 

(b) 前問(a)に関し、研究目的、解を導き出すまでの方法（または手順）、期待される結果、考

察の視点などを含めた研究計画を説明しなさい。（500字程度） 

 

 

以下に記入すること 

（２） 

(a) 
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環境・エネルギー工学専攻 
第１志望 
コース 

 
受験 
番号 

 

 

平成 28 年度入学大学院前期課程 

環境・エネルギー工学専攻 

（環境工学コース） 

 

 
 

科目名 出題番号 

小論文 問 1 (1) (2) （必修） 
 

【注意】 
・ 本紙および全ての問題解答用紙に第１志望コースと受験番号を必ず記入すること。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 27 年 8 月 24 日（月） 

10:00～11:30 実施 

 

 

小論文 
入試問題 



 



環境・エネルギー工学専攻 

小論文【問 １】 
（環境工学コース） 

第１志望 
コース  受験 

番号  

 

以下の（１）、（２）に答えなさい。なお、目盛りは目安として使用すること。 

 

（１） 以下の文章を読み、今後の地球や地域社会の持続可能性にむけ、環境工学が担うべ

き役割について、人材育成という観点で自分の考えを 500 字程度で述べなさい。 

 

我が国では、戦後の高度経済成長期に公害問題が顕著化し、住民に大きな被害が発生しました。

特に、水俣病、新潟水俣病、イタイイタイ病及び四日市ぜんそくの「四大公害病」は、社会問題

として大きく取り上げられました。一方で、欧米等の国々も酸性雨や農薬等の化学物質を始めと

する環境問題に悩まされていました。米国の生物学者であるレイチェル・カーソンが 1962 年

（昭和 37 年）に出版した「沈黙の春」は、殺虫剤等に含まれていた DDT 等の化学物質の危険性

を訴え、世界の環境保護活動の端緒となりました。このように、公害のような環境問題は、人類

の永続的な繁栄を脅かすものとして考えられるようになりました。そのような背景を踏まえ、

「持続可能性」という考え方が醸成されていきました。1984 年（昭和 59 年）には、我が国の提

案により「環境と開発に関する世界委員会」（以下「ブルントラント委員会」という。）が国連

に設置されました。ブルントラント委員会が 1987 年（昭和 62 年）に公表した報告書「我ら共有

の未来（Our Common Future）」では、「持続可能な開発（Sustainable Development）」について、

「将来の世代のニーズを満たしつつ、現在の世代のニーズも満足させるような開発」と定義され

ました。1992 年（平成 4 年）には、ブラジルのリオデジャネイロで「国連環境開発会議

（UNCED、地球サミット）」が開催され、「持続可能な開発」の指針である国際的な行動計画

「アジェンダ 21」が採択されました。アジェンダ 21 の第 36 章「教育、意識啓発及び訓練の推進」

では、「持続可能な開発」のために意識啓発を推進することが重要である旨が明記されました。

我が国は、「持続可能な開発」の達成のためには人材育成が重要であることを鑑み、2002 年（平

成 14 年）に開催された「持続可能な開発に関する世界首脳会議（ヨハネスブルグ・サミット）」

で、2005 年（平成 17 年）～2014 年（平成 26 年）を「国連持続可能な開発のための教育の 10 年

（UN Decade of Education for Sustainable Development、以下「国連 ESD の 10 年」という。）」と

することを提唱しました。この提案に基づき、第 57 回国連総会において、「国連 ESD の 10 年」

が採択され、国連教育科学文化機関（UNESCO、以下「ユネスコ」という。）がその主導機関と

なりました。これ以後、「持続可能な開発のための教育（ESD）」の取組が、我が国を含む各

国・各地域の様々な主体により取り組まれることとなりました。（平成 27 年度環境・循環型社

会・生物多様性白書第一部より引用） 
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【裏面につづく】 
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（２） 環境は、大づかみにいうと、資源採掘、生産、消費、廃棄といった各分野を包括する

巨大なシステムであり、各分野は相互につながっているという理解が重要である。そ

こで、a)自身が、もっとも重要と考える環境問題を取り上げ、それを構成する事象間

の相互関連が生み出す問題の中から研究課題を絞り込み、b)解決策を導きだすまでの

手順、期待される結果と考察についてあらかじめ見通しを持って取り組むことについ

て以下の問いに答えなさい。 

 

(a) 下線部分 a)で取上げた研究対象と研究課題を構成する事象間の相互関連の内容を簡潔に述

べなさい。 
 

(b) 下線部分 b)について、論理性に留意してそのために必要となる研究計画の内容を簡潔に説

明しなさい。（500 字程度） 

 

以下に記入すること 
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以下に記入すること 

(b) 

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         
 

 
 
 
 
 
100 
 
 
 
 
 
200 
 
 
 
 
 
300 
 
 
 
 
 
400 
 
 
 
 
 
500 
 
 
 
 
 
600 
 
 
 
 
 
700 


	10_essay_h23
	H24_小論文_表紙
	H24_小論文_問1

	10_essay_h24
	H25_
	H25_小論文main
	1/4
	2/4
	3/4
	4/4


	10_essay_h25
	表紙.pdf
	小問1(1)F
	小問1(2)F

	10_essay_h26
	H27小論文表紙
	H27小論文1
	H27小論文2

	10_essay_h27
	00_小論文表紙環境工学コース0819
	01_小論文
	環境・エネルギー工学専攻



